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審査技術概要シート

本概要シートは、土木・建築関係団体により設立された「建設技術審査証明協議会」の会員として、一般財団法人 日本建築センター（BCJ）が実施した「建設技術審

査証明事業（建築技術）」の結果を広く紹介する目的で作成したものです。

［審査証明番号／有効期限］ BCJ-審査証明-18／2022 年 3 月 26 日

［技術の名称］ 既製コンクリート杭の杭頭接合技術「FPA 工法」

［依頼者（審査証明取得者）］ 株式会社 フジタ／日本コンクリート工業株式会社／株式会社 安藤・間／

ジャパンパイル株式会社

［技術概要］

本工法は、既製コンクリート杭の杭頭座板ねじ孔に、

一部ねじ加工した異形鉄筋（以下「ＦＰＡボルト」）を機械

的に接合することにより、杭とフーチングとの接合を行

う技術である。

［開発の趣旨］

従来から採用されている杭頭接合工法では、多くの

施工工程が必要とされ、同時に杭頭中空部のソイルセ

メントを除去・処分しなければならなかった。

ＦＰＡ工法では、既製コンクリート杭の杭頭座板ねじ

孔に一部ねじ加工した異形鉄筋（以下「ＦＰＡボルト」）を

用いることで、杭頭接合工事における工期短縮と工程

の簡略化を図るとともに、建設廃棄物の削減に資する

ことを目的とし、設計上必要な性能を確保する確実な

施工方法の開発を行う。

［開発目標および審査証明結果］

本技術について、前記の開発の趣旨、開発の目標に

照らして審査された結果は、以下のとおりである。

(1) ＦＰＡボルトを機械的に接合し、かつ、接合部を目

視確認できるため容易に管理できると判断される。

(2) 特殊な材料や特殊な技能を必要とせず、一職種

により容易に取付け作業ができ、また、火気使用がなく

天候に左右されず、さらに、杭頭中空部のソイルセメン

ト除去量が少なく工期短縮を図ることができると判断さ

れる。

(3) 設計の要求に応じた杭頭接合部を施工できると

判断される。

(4) 建設発生土であるソイルセメント除去量を、従来

の中詰め工法に比べ大幅に削減できると判断される。

［本技術の問合わせ先］

・株式会社 フジタ 建設本部

建築エンジニアリングセンター 技術部

TEL：03-3796-3209 FAX：03-3796-3215

技術紹介サイト

http://www.fujita.co.jp/solution-and-technology/d

etail/post_6.html

・日本コンクリート工業株式会社

東日本基礎事業 技術サービス部

技術サービスグループ

TEL：03-3452-1089 FAX：03-3452-1125

技術紹介サイト

http://www.ncic.co.jp/foundation/fpa.html

・株式会社 安藤・間 技術本部 技術企画部

TEL：029-858-8800 FAX：029-858-8808

・ジャパンパイル株式会社 技術企画室

TEL：03-5843-4196 FAX：03-5651-1905

技術紹介サイト

http://www.japanpile.co.jp/method/pdf/FPA.pdf
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図２ ねじ穴形状タイプ


